
 【特集】  身近に迫る！外来生物の脅威

広
報

《表紙》
　市内小中学校で入学式が行
われました。本年度の新一年
生数は、小学校が11校238人、
中学校が 2校 275人になりま
す。小浜小学校では、満開の桜
に見守られながら、ランドセ
ルを背負った新入生40人が、
学び舎の門をくぐりました。

（駅前町・4月 6日）

《今月の題字》
遠敷小学校6年 田

たむら

村健
けんと

人 くん
「ぼくたちは鯖街道の歴史を学習しています。
  今回、おばまと鯖を合体させて題字にしました」

5
2016

「夢、無限大」
感動おばま
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年
、日
本
各
地
で
、本
来
の
生

　
　
　
　
息
、生
育
以
外
の
地
域
か
ら
、

人
為
的
に
運
ば
れ
た
「
外
来
生
物
」
が

引
き
起
こ
す
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
小
浜
も
例
外
で
は
な
く
、
外
来
生
物

に
よ
る
被
害
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
外
来
生
物
に
よ
る
被
害
は
大
き
く
三

つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
一
つ
目
は
、
生

態
系
へ
の
被
害
で
す
。
も
と
も
と
そ
の

地
域
に
い
る
生
き
物
が
追
い
や
ら
れ
た

近

り
、
交
雑
し
て
雑
種
が
で
き
た
り
す
る

こ
と
で
、
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

土
地
本
来
の
自
然
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
人
の
健
康
へ
の
被
害
で

す
。
外
来
生
物
の
中
に
は
、
毒
を
持
っ

て
い
る
種
も
あ
り
、
噛
ま
れ
た
り
す
る

こ
と
で
、
私
た
ち
の
生
命
や
身
体
に
危

険
が
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、
農
林
水
産
業
へ
の
被
害

で
す
。
野
菜
や
果
物
、
漁
業
の
対
象
と

な
る
生
き
物
が
食
い
荒
ら
さ
れ
る
こ
と

で
産
業
に
大
き
な
損
害
が
出
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
外
来
生
物
が
、
家

屋
や
文
化
財
を
壊
し
た
り
、
巣
を
作
っ

て
フ
ン
害
を
も
た
ら
し
た
り
す
る
な
ど

の
被
害
が
、多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
被
害
を
抑
え
る
た
め
の
防
除
活
動
と

し
て
、
ま
ず
は
、
何
が
外
来
生
物
な
の

か
、「
知
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
多
様
な
生
物
が
暮
ら
す
、
小
浜
の
自

然
環
境
を
、私
た
ち
の
手
で
守
り
育
み
、

後
世
へ
と
残
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

あなたの身近に迫る！

外来生物の脅威
人間が外部から持ち込んだ「外来生物」により、その土地本来の生態系が破壊され、環境
問題となっています。自然を本来の姿に戻すため、私たち一人一人の行動が鍵になります。

代表的な特定外来生物の、1. ブラックバス、2. アライグマ、3. オオキンケイギク、4. ウシガエル

市内でも、環境を守るための市民

活動が行われています。左 . 国富

地区のコウノトリの郷づくり推進

会の生物調査。右 . 若狭総合公園

（北塩屋）でのブラックバスの捕獲

◀次のページでは、特に被害の多い、オオキン
　ケイギクとアライグマについて紹介します

「外来生物」とは

　もともとその地域にいなかったの
に、人によって持ち込まれた動物や
植物を「外来生物」と言います。
　中でも、外来生物法で指定された
生物を「特定外来生物」、法律の規制は
ないが、在来生物に悪影響を与える
生物を「要注意外来生物」と言います。

どんな対策が必要？

　自然再生は、どこでも、誰でもで
きる取り組みです。小浜でも各地域
や団体が活動をしています。
　外来生物を捕獲するには、許可が
必要な場合もあります。
　捕獲や対策については、環境衛生
課まで相談してください。

12

34

■問い合わせ　環境衛生課☎ 64・6016
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■特集ー外来生物の脅威 この外来生物にこの外来生物に

要注意！要注意！

左 . 市で貸し出している捕獲檻。右 . 住宅の屋根裏に残された糞尿被害

分類：哺乳綱食肉目アライグマ科の哺乳類
体長：頭胴長 40〜60 ㌢。尾長 20〜40 ㌢。体重 4 〜10㌔
特徴：目と鼻の黒い模様と、尾にある 7 本程度のしま模様

【アライグマ】

WANTED!

特定
外来生物

とても

気性が
荒い
文化財や

人家に
営巣

幼少期は人に懐く

こともありますが、

成獣（特に繁殖期）

になると、気性が非

常に荒くなります。

農作物被害や、建

物への侵入や破壊、

在来の生き物を食

べるなど被害が発

生しています。

アライグマの飼育・

譲渡・輸入は原則

禁止されています。

販売や野外に放つ

ことは厳禁です。

福井県猟友会小浜支部
中獣類捕獲従事者

林
はやし

 工
たくみ

 さん（75 歳・深野）

　最近、アライグマやハクビシンなどの中獣

類の外来生物が、農作物を荒らしたり、民家

の屋根裏に住みついたりという被害が報告さ

れています。市では、このような被害を防ぐ

ために、捕獲檻の貸し出しを行っています。

　設置には、専門知識を持つ猟友会がサポー

トしますので、誰でも、安心して申し込めます。

　檻が必要な人は、農林水産課までご連絡く

ださい。

　アライグマは気性が荒く、

繁殖力も強い外来生物です。

農作物を荒らし、寺社仏閣

や住宅でも相当な被害が出

ています。外来生物は、市

民、市、猟友会、みんなが

協力することで防げるもの

です。市でも檻を貸し出し、

猟友会がサポートしますの

で、ぜひ活用してください。

捕獲檻の貸し出しを行っています市民、市、猟友会が
協力して外来生物対策をインタビュー

■問い合わせ　農林水産課☎ 64・6024

全体：高さ 30 〜 70㌢。多年生　※毒性はありません
花：橙

と う こ う し ょ く

黄色。5 〜 7 月ごろ咲く。直径 5 〜 7㌢
葉：下のほうについている。両面に荒い毛がある

左 . 北川堤防での駆除作業。右 . オオキンケイギクは花下部の種に要注意

分布図は環境衛生課調べ

※クリーンアップ大作戦や地域ボランティア清掃
　などでの駆除の相談は、環境衛生課まで

【オオキンケイギク】

WANTED
!

特定
外来生物

とても
繁殖力が

強い

栽培しない

駆除が
必要

地域に本来あった

草花が取って代わ

られるなど、景色

や生態系が一変す

る恐れがあります。

生えていたら、根か

ら引き抜き、乾かし

た後、種が飛ばない

ように、燃えるゴミ

に出してください。

栽培・保管・運搬

などを行った場合、

外来生物法により、

罰金刑になる場合

もあります。

　オオキンケイギクは、繁

殖力が強く、在来種の生態

系を壊す、危険な植物です。

北川出張所では、北川堤防

で職員による駆除作業を実

施しています。種が飛ぶと

すぐに根付くので、市内全

域で対策を取る必要があり

ます。栽培は行わず、駆除

への協力をお願いします。

オオキンケイギクは
生態系を壊す危険な植物

国土交通省 福井河川国道
事務所 北川出張所

岡
お か も と

本 隆
たかし

 所長（58 歳）

インタビュー
オオキンケイギクの主な市内分布図

オオキンケイギクの

　　　植生ポイント

　　　群生エリア
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誰
も
が
共
に
生
き
る
社
会
を

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
、「
障
害
者

差
別
解
消
法
」（
正
式
名
称
「
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
役
所
や
事
業
者
に

よ
る
「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」
を

禁
止
し
、「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
を
求

め
て
い
ま
す
（
事
業
者
に
お
け
る
「
合

理
的
配
慮
の
提
供
」
は
、
努
力
義
務
と

な
り
ま
す
）。

対
象
と
な
る
人
や
事
業
者
は
？

　

こ
の
法
律
に
書
い
て
あ
る「
障
害
者
」

と
は
、
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

の
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
や

体
の
は
た
ら
き
に
障
が
い
が
あ
る
人
で
、

日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
制
限
を
受
け

て
い
る
人
す
べ
て
が
対
象
で
す
。

　
「
事
業
者
」と
は
、会
社
や
お
店
な
ど
、

同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
繰
り
返
し
継
続
す
る

意
志
を
も
っ
て
行
う
人
た
ち
で
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
グ
ル
ー
プ
な

ど
も
「
事
業
者
」
に
入
り
ま
す
。

障
が
い
者
相
談
員
を
委
嘱

　

市
で
も
、
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
か
ら

意
見
を
聴
き
な
が
ら
、「
小
浜
市
に
お
け

る
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
対
応
要
領
」
を
作
り
ま
し

た
。ま
た
、当
事
者
や
家
族
の
目
線
に
立
っ

た
支
援
を
行
う
た
め
に
、
市
民
か
ら
、
身

体
障
が
い
者
相
談
員
６
人
と
、
知
的
障
が

い
者
相
談
員
２
人
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
互

い
に
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
認
め
合
い
な

が
ら
、
共
に
生
き
る
社
会
を
、
み
ん
な

で
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支
援
課

☎
64
・
６
０
１
２

　障がいのある人に対して、障がいを理由として、サービ

スの提供を拒否することです。サービスの提供にあたって

場所や時間帯などを制限すること、障がいのない人にはつ

けない条件をつけることなどが禁止されます。

　正当な理由があると判断した場合は、障がいのある人に

その理由を説明し、理解を得るよう努めることが大切です。

「不当な差別的取り扱い」とは？

　障がいのある人から、社会の中にあるバリアーを取り除く

ために、何らかの対応を必要としているとの意思が伝えられ

たときに、負担が重すぎない範囲で対応することが求められ

るものです。重すぎる負担があるときでも、障がいのある人

に、なぜ負担が重すぎるのかを説明し、別のやり方を提案す

ることも含め、理解を得るよう努めることが大切です。

「合理的配慮」とは？

受付の対応を
拒否する

障がい者
向けの物件は
ないと言って
対応しない

段差がある
場合に、スロープ
などを使って
補助する

意思を伝え
合うために絵や
タブレット端末
などを使う

本人を無視
して、介助者や
付き添いの人だけ
に話しかける

障がいのある
人の障がい特性
に応じて、座席
を決める

保護者や
介助者が一緒に
いないと店に
入れない

学校の
受験や、入学を
拒否する

障がい者相談員の委嘱式（市庁舎・4 月 8 日）

困ったときは…

　不当な差別的取り扱いを受けた、

合理的配慮をしてもらえなかった

など、困ったことがあったら、高

齢・障がい者元気支援課もしくは

下記相談員まで相談してください。

身体障がい者相談員
氏　名 連絡先

小山 尊 ☎ 53・2172
奥本 義和 FAX 57・1861
辻 祐男 ☎ 56・3537
西川 佳宏 ☎ 53・3638
櫻本 利明 ☎ 52・2181
中 幸俊 ☎ 52・5585

知的障がい者相談員
氏　名 連絡先

板橋 一雄 ☎ 56・1364
清水 知子 ☎ 52・3204



六次産業推進のため、「農林水産課」の「農業振興・担い手育成グ
ループ」を「農業振興・六次産業化グループ」に改め、「商工観光
課」の「地域力活用・六次産業推進グループ」を廃止しました。

産業部

商工観光課

農林水産課

都市整備課

上下水道課

日本遺産のインバウンド政策を観光と連携して実施するため、
「人口増未来創造課」の「日本遺産推進グループ」を、「商工
観光課」に移管し、「日本遺産活用グループ」に改めました。
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【
市
民
協
働
課
】

●
課
長
＝
四
方
宏
和　

●
広
報
・
広
聴
Ｇ

Ｌ
＝
畑
中
三
枝　

●
情
報
・
統
計
Ｇ
Ｌ
＝

竹
原
恵
子　

●
市
民
協
働
Ｇ
Ｌ
、
男
女
共

同
参
画
推
進
Ｇ
Ｌ
＝
藤
本
雅
樹

【
財
政
課
】

●
課
長
＝
松
見
一
彦　

●
財
政
・
行
政
改

革
推
進
Ｇ
Ｌ
＝
山
口
久
範　

●
管
財
Ｇ
Ｌ

＝
日
比
野
伸
彦

【
食
の
ま
ち
づ
く
り
課
】

●
課
長
＝
澤
谷
欣
弘　

●
食
の
ま
ち
づ
く

り
Ｇ
Ｌ
＝
吉
岡
和
広　

●
食
育
推
進
Ｇ
Ｌ

＝
中
田
典
子

【
国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
課
】

●
課
長
＝
田
中
正
俊　

●
総
務
企
画
Ｇ
Ｌ
＝

福
田
雅
一　

●
競
技
運
営
Ｇ
Ｌ
＝
出
口
伊
男

【
民
生
部
】

●
部
長
＝
松
井
俊
樹

【
子
ど
も
未
来
課
】

●
課
長
＝
佐
々
木
宏
明　

●
児
童
保
育
Ｇ
Ｌ

＝
地
村
秀
代　

●
少
子
化
対
策
・
母
子
福
祉

Ｇ
Ｌ
＝
吉
田
美
代
子　

●
浜
っ
子
こ
ど
も
園

長
＝
中
本
玲
子　

●
内
外
海
保
育
園
長
＝
大

橋
敏
美　

●
国
富
保
育
園
長
＝
畠
中
洋
子　

●
宮
川
保
育
園
長
＝
小
林
美
希　

●
松
永
保

育
園
長
＝
池
田
裕
子　

●
遠
敷
保
育
園
長
＝

車
田
民
江　

●
口
名
田
保
育
園
長
＝
河
野
美

智
江　

●
中
名
田
保
育
園
長
＝
西
川
圭
子　

●
加
斗
保
育
園
長
＝
清
水
美
和

【
高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支
援
課
】

●
課
長
＝
清
水
淳
彦　

●
介
護
保
険
Ｇ
Ｌ
＝

的
場
英
美　

●
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
Ｇ
Ｌ
＝

芝
和
繁　

●
障
が
い
者
支
援
Ｇ
Ｌ
＝
松
宮
眞

由
美　

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
次
長（
課

長
補
佐
）＝
安
倍
小
百
合　

●
母
と
子
の
家
児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
園
長
＝
緩
詰
真
由
美

【
環
境
衛
生
課
】

●
次
長
＝
岡
正
人　

●
衛
生
・
広
域
化
推

進
Ｇ
Ｌ
＝
竹
浦
大
輔　

●
環
境
・
水
保
全

Ｇ
Ｌ
＝
出
口
雅
浩　

●
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
次
長
（
課
長
補
佐
）
＝
津
田
実

【
市
民
福
祉
課
】

●
課
長
＝
山
本
佳
代
子　

●
市
民
窓
口
Ｇ

Ｌ
＝
松
﨑
英
子　

●
保
険
・
年
金
Ｇ
Ｌ
＝
藤

本
倫
子　

●
保
健
・
食
の
安
全
Ｇ
Ｌ
＝
大
西

博
美　

●
生
活
支
援
Ｇ
Ｌ
＝
大
山
孝
幸

【
産
業
部
】

●
部
長
＝
天
谷
祥
直

【
商
工
観
光
課
】

●
次
長
＝
和
久
田
和
典　

●
商
工
振
興
Ｇ

Ｌ
、
企
業
誘
致
・
雇
用
推
進
Ｇ
Ｌ
＝
山
本
広

和　

●
観
光
振
興
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
Ｇ
Ｌ
＝

森
下
雅
至　

●
観
光
お
も
て
な
し
Ｇ
Ｌ
、

国
際
・
都
市
間
交
流
Ｇ
Ｌ
＝
河
島
ミ
キ
子

●
日
本
遺
産
活
用
Ｇ
Ｌ
＝
下
仲
隆
浩

【
農
林
水
産
課
】

●
次
長
＝
御
子
柴
北
斗　

●
農
業
振
興
・
六

次
産
業
化
Ｇ
Ｌ
＝
小
笠
原
章
夫　

●
農
地
集

積
・
担
い
手
育
成
Ｇ
Ｌ
＝
大
山
祐
子　

●
林

業
・
水
産
振
興
Ｇ
Ｌ
＝
畑
中
直
樹　

●
計
画
・

整
備
Ｇ
Ｌ
、
鳥
獣
害
対
策
Ｇ
Ｌ
＝
的
場
貴
志

【
都
市
整
備
課
】

●
次
長
＝
岩
本
喜
洋　

●
技
幹
（
計
画
Ｇ

Ｌ
兼
務
）
＝
松
﨑
行
生　

●
道
路
河
川
管

理
Ｇ
Ｌ
＝
北
村
宗
之　

●
整
備
Ｇ
Ｌ
＝
角

野
覚　

●
建
築
景
観
Ｇ
Ｌ
＝
中
山
治
和　

 

●
住
宅
管
理
Ｇ
Ｌ
＝
山
口
幹
子　

●
幹
線

道
路
Ｇ
Ｌ
＝
田
井
隆
行

【
上
下
水
道
課
】

●
課
長
＝
青
木
英
希　

●
上
水
普
及
経
営

Ｇ
Ｌ
＝
和
久
田
恒
義　

●
下
水
普
及
経
営

Ｇ
Ｌ
＝
小
畑
成
人　

●
建
設
管
理
Ｇ
Ｌ
＝

上
野
正
博　

●
小
浜
浄
化
セ
ン
タ
ー
次
長

（
課
長
補
佐
）
＝
上
窪
弘
之

【
会
計
課
】

●
会
計
管
理
者
（
次
長
）
＝
地
村
知
代　

●
課
長
補
佐
＝
田
中
博
恵

【
議
会
事
務
局
】

●
局
長
（
部
長
）
＝
齊
藤
睦
美　

●
次
長

（
課
長
補
佐
）
＝
領
家
直
美

【
監
査
委
員
事
務
局
】

●
局
長
（
次
長
）
＝
大
岸
美
由
紀　

●
次

長
（
課
長
補
佐
）
＝
石
田
悟
司

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

●
部
長
＝
大
下
雅
章

【
教
育
総
務
課
】

●
課
長
＝
谷
義
幸　

●
教
育
総
務
Ｇ
Ｌ
＝

坂
上
和
由　

●
学
校
教
育
Ｇ
Ｌ
＝
前
田
良

則　

●
小
学
校
統
合
整
備
Ｇ
Ｌ
＝
秦
裕
二

【
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
】

●
次
長
＝
前
野
浩
良　

●
生
涯
学
習
Ｇ
Ｌ

＝
田
中
陽
子　

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
Ｇ
Ｌ
＝

髙
鳥
耕
一　

●
図
書
館
館
長
補
佐
（
課
長
補

佐
）
＝
石
倉
淑
美　

●
若
狭
総
合
公
園
温
水

プ
ー
ル
次
長
（
館
長
補
佐
）
＝
岸
本
洋
一

【
文
化
課
】

●
課
長
＝
百
田
典
子　

●
文
化
遺
産
活
用

Ｇ
Ｌ
＝
水
野
伸
治　

●
文
化
文
芸
振
興
Ｇ

Ｌ
＝
渡
邉
英
明

【
人
事
異
動
の
方
針
】

　

市
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
組
織

体
制
の
見
直
し
を
行
い
、
課
の
改
編
・

再
編
、
グ
ル
ー
プ
の
設
置
・
廃
止
を
行

い
ま
し
た
（
詳
し
く
は
、
下
記
参
照
）。

　

今
回
の
異
動
は
、
退
職
者
の
補
充
の

ほ
か
、「
重
要
施
策
の
推
進
」「
業
務
の

継
続
性
」を
重
視
し
ま
し
た
。
市
民
サ
ー

ビ
ス
へ
の
的
確
な
対
応
を
し
て
い
く
た

め
、
適
材
適
所
の
配
置
を
行
い
ま
し
た
。

■
女
性
職
員
の
登
用

新
た
に
部
次
長
級
に
１
人
、
課
長
級
に

２
人
、
課
長
補
佐
に
２
人
を
登
用
し
ま

し
た
。

全
体
の
課
長
補
佐
職
以
上
の
女
性
職
員

は
３
５
人
（
１
０
８
人
中
）
と
な
り
ま

し
た
。

■
国
、
県
な
ど
と
の
人
事
交
流

農
林
水
産
省
に
１
人
、県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
に
１
人
、嶺
南
広
域
行
政
組
合

に
２
人
、岩
手
県
釜
石
市
へ
の
人
的
支
援
の

た
め
に
１
人
、職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

【
総
務
部
】

●
部
長
＝
伊
須
田
尚

【
秘
書
課
】

●
特
命
幹
＝
安
田
一
雄　

●
課
長
補
佐
＝

河
野
泰
和

【
総
務
課
】

●
次
長
＝
檀
野
清
隆　

●
行
政
Ｇ
Ｌ
＝
齋

藤
寛
之　

●
法
務
Ｇ
Ｌ
、
拉
致
被
害
者
・

家
族
支
援
Ｇ
Ｌ
＝
内
田
靖
彦　

●
人
事
・

教
育
Ｇ
Ｌ
＝
畑
田
康
広　

●
契
約
検
査
Ｇ

Ｌ
＝
河
原
弘
和

【
税
務
課
】

●
次
長
＝
松
川
雅
弘　

●
徴
税
Ｇ
Ｌ
＝
橋

本
敏
博　

●
庶
務
Ｇ
Ｌ
＝
西
島
登
美　

●

課
税
Ｇ
Ｌ
＝
今
村
昭
広

【
生
活
安
全
課
】

●
課
長
＝
岩
滝
満
彦　

●
防
災
Ｇ
Ｌ
＝
兼

田
清
史　

●
交
通
・
防
犯
Ｇ
Ｌ
＝
松
本
一

良　

●
消
費
生
活
相
談
室
次
長
（
課
長
補

佐
）
＝
重
田
典
子

【
企
画
部
】

●
部
長
＝
刀
禰
幸
広

【
人
口
増
未
来
創
造
課
】

●
次
長
＝
東
野
克
拓　

●
人
口
増
創
造
Ｇ

Ｌ
＝
石
田
一
郎　

●
企
画
調
整
Ｇ
Ｌ
＝
奥

城
直
喜　

●
北
陸
新
幹
線
・
総
合
交
通
推

進
Ｇ
Ｌ
＝
重
田
敬
之

※
部
長
級
か
ら
課
長
補
佐
ま
で
。
太
字
は
新
任
・
異

　

動
。特
命
幹
は
部
長
級
。次
長
は
課
長
事
務
取
扱
。

　

技
幹
は
課
長
級
。
Ｇ
Ｌ
は
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

　
組
　
織

小浜市機構図（平成28年4月1日現在） 【主な変更点など】

秘書課

総務課

税務課

生活安全課

会計課

総務部

議会事務局

監査委員事務局

民生部

子ども未来課

高齢・障がい
者元気支援課

環境衛生課

市民福祉課

企画部

人口増未来創造課

市民協働課

財政課

食のまちづくり課

国 体・ 障 害 者 ス
ポーツ大会推進課

教育委員会事務局

教育総務課

生涯学習スポーツ課

文化課

平
成
28
年
度  

市
の
組
織
図

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
☎
64
・
６
０
０
２

子ども未来課
就学前の子ども・子育て支援関係
の事務を統括し、市民にわかりや
すいワンストップの窓口とする
ため、「社会福祉課」を改編し、「子
ども未来課」を設置しました。

高齢・障がい者元気支援課
高齢者・障がい者世帯の増加に伴い、「健康長寿課」を「高
齢・障がい者元気支援課」に改め、支援業務やセーフティネッ
トの、より一層の充実を図ります。

平成 30 年開催の福井しあわせ元気国体・障害者スポーツ大
会の開催に必要な人員を確保するため、初めて任期付職員
を採用、配置しました。

市民福祉課
「市民課」を「市民福祉課」に改め、市民の健康づくり、生
活困窮者の自立促進の充実を図ります。

※青字の課は新設



⓫ 広報おばま　平成 28. 5 広報おばま　平成 28. 5 ❿

若狭フィッシャーマンズ・ワーフがエレベーター
の設置など大規模改修（川崎一丁目・3 月 26 日）

シルバーソフトバレーボール大会に、8 地区から
60 歳以上の男女約 70 人が出場（遠敷・4 月 9 日）

子ども会育成連合会のキャンプに 36 人が参加。
はんごう炊飯などを楽しむ（田烏・4 月 2 日）

住民ボランティア 20 人が、各家庭で使わなくなっ
たこいのぼりを設置（今富公民館・4 月 15 日）

畑
は た な か

中麻
ま り

里さん（23 歳・左）と中
な か じ ま

島朱
あ か り

里さん（21 歳・
右）がキララメイツに就任（市庁舎・4 月 6 日）

営農をサポートする「作業計画・管理支援システ
ム（PMS）」講習会を開催（四季菜館・4 月 15 日） 小浜市建設業会が公益社団法人に移行。名称を建

設事業推進機構に変更（商工会議所・3 月 31 日）

市庁舎 1 階ロビーに熊本地震の義援金箱を設置。日
本赤十字社を通じて被災地へ（大手町・4 月 18 日）

古い蔵の新たな活用に向け、改修に取り組む活動を
地域おこし協力隊員らが体験（酒井・4 月 16 日）

観光施設がリニューアル

ボールを追って きらり躍動

スプリングキャンプで自然満喫

こいのぼり40匹 青空に泳ぐ

小浜の観光 笑顔でPR

最新システムで農業を支援
官民協働のまちづくりへ

旭座復活を〝笑い〟で盛り上げ

広げよう！支援の輪を

古い蔵のリノベーションを体験

Photo フォトニュースNews

第 5 次総合計画改定に伴い、審議会が計画案を
審議。改定案を市長に答申（市庁舎・3 月 18 日）

人口減少や雇用創出対策盛り込む

潜水艇事故で命を落とした郷土の偉人・佐
さ く ま

久間艇
て い

長
ちょう

顕彰祭で献花する市民ら（小浜公園・4 月 15 日）

人間味あふれる遺徳 後世に伝えて

明治期の芝居小屋・旭座が 5 月 1 日に開館する
ことを記念してプレ落語公演（白鬚・3 月 19 日）
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くらしの情報●小浜市役所
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�健康・福祉�

�イベント �

つきイチ『バラエティー』

ふくいきらめき
フェスティバル 2016

文化会館☎ 53・9700

市民協働課

と　き　5 月 27 日㊎
　　　　12 時 20 分〜13 時
ところ　庁舎市民ホール（大手町）
内　容　童謡を歌う会赤いくつと
　　　　女声合唱コーロ・おばま
　　　　による「新緑コンサート」
料　金　無料

と　き　6 月 5 日㊐
　　　　10 時〜15 時 30 分
ところ　働く婦人の家（大手町）
内　容　瀬

せ ち や ま

地山角
かく

さん（東京大学
　　　　教授）による講演やワー
　　　　クショップ、講座など
料　金　無料（講座により必要な
　　　　場合あり）
申し込み　先着順。フェスティバル
　　　　実行委員会（ふくい女性
　　　　財団内）☎ 0776・41・
　　　　4254

くらしの
情報
5 月

しりつとしょかん おはなしかい
と　き　5 月 14 日㊏
　　　　① 10 時 30 分〜
　　　　② 11 時〜
　　　　③ 14 時 30 分〜
内　容　① 0〜2 歳向け
　　　　②③ 3 歳以上向け

おはなし会 - 春だよ！おでかけどこにする？-

と　き　5 月 7 日㊏ 11 時〜

おばま児童文学会「風
ふ う む

夢」のおはなし会
と　き　5 月 28 日㊏ 11 時〜

■問い合わせ　市立図書館☎ 52・1042

市立図書館　今月のイベント

※場所はいずれも市立図書館（白鬚）

登録しよう！防災メール

　市では、メールで災害や
避難の情報を知らせていま
す。ウェブサイト（http://
bousaiobama.mail-dpt.
jp/）か、下 記 のＱＲコード
を携帯電話で
読み取り、手
続 き を 行 っ
てください。

�お知らせ�

歯のゼミナール
健康管理センター☎ 52・2222

　若狭地区歯科医師会では、歯の
ゼミナールを開催します。
と　き　6 月 4 日㊏
　　　　13 時 30 分〜16 時 30 分
　　　　※受付は 16 時 20 分まで
ところ　健康管理センター（南川町）
内　容　歯の検診・相談、フッ素
　　　　塗布、咬

こうごうりょく

合力測定など
※申し込み不要。参加費無料

予防接種医療機関の変更
健康管理センター☎ 52・2222

　予防接種実施医療機関の一部が
変更になりました。
しんたにクリニック（駅前町）
すべての予防接種が受けられます
※予約不要
しんたに医院（千種一丁目）
予防接種を実施しません

高齢者の肺炎球菌感染症
定期予防接種

健康管理センター☎ 52・2222

と　き　5 月 16 日㊊〜平成 29 年
　　　　3 月 31 日㊎
対　象　①国で定める指定年齢の人
　　　　②年齢が 60 歳以上 65 歳
　　　　　未満で、心臓・腎臓も
　　　　　しくは呼吸器の機能ま
　　　　　たはヒト免疫不全ウイ
　　　　　ルスなど、重い病気のあ
　　　　　る人（身体障害者手帳
　　　　　の内部障害 1 級程度）
　　　　※①は 5 月中旬に通知
　　　　　②は本人の申込が必要
負担金　3,300 円
　　　　（生活保護受給者は無料）
　　　　※ただし、市外の医療機
　　　　　関で接種の場合、別途
　　　　　費用がかかる場合有
※医療機関への事前予約が必要です
※過去に接種した人は対象外です

すこやか食育教室

電話のかけ間違いに注意

健康管理センター☎ 52・2222

健康管理センター

　子育て中のお父さん、お母さん
を対象にした食育教室に参加して
みませんか？
対　象　小学生以下の子どもがい
　　　　る親の所属する団体（参
　　　　加可能人数は10〜30人）
内　容　食事についての学習や調
　　　　理実習、試食
参加費　1 人 100 〜 300 円（参加
　　　　人数によって変わります）
申込期限　5 月 27 日㊎
※とき、ところは、申込者の希望
　を聞いて調整

　健康管理センターへ電話の際
に、電話番号を間違えて、別の場
所にかかってしまうことが増えて
います。電話番号を確かめて、かけ
間違いのないようお願いします。
電話番号　52・2222
受付時間　平日8時30分〜17時15分 後期高齢者医療制度加入者

の個別検診（無料）

集会所トイレ洋式化に補助

年金生活者等支援臨時
福祉給付金（高齢者向け）

家族介護者交流事業

健康管理センター☎ 52・2222

高齢・障がい者元気支援課☎内線 175

市民福祉課☎ 64・6011

地域包括支援センター☎ 64・6015

　5 月 2 日㊊から指定の医療機関
で個別検診が受けられます。
内　容　基本健診、がん検診（肺・
　　　　胃・大腸・子宮頸・乳）
※健康管理センターで発行する受
　診券を持って、医療機関で受診

　市では、高齢者の生きがい活動
や介護予防活動を促進するため、
集会所のトイレを洋式化する区
へ、工事費の一部を補助します。
補助率　補助対象経費の 20％
限度額　10 万円
申請方法　9月30日㊎までに、高齢・
　　　　障がい者元気支援課へ申
　　　　請書（同課に設置）を提出

　国の一億総活躍社会の実現に向
け、賃金引き上げの恩恵が及びに
くい高齢者を支援するため、給付
金を支給します。
対　象　平成 27 年度臨時福祉給付
　　　　金の対象者のうち、28 年
　　　　度中に 65 歳以上（昭和
　　　　27 年 4 月 1 日以前生ま
　　　　れ）になる人
支給額　1 人 3 万円
申請期間　5 月 9 日㊊〜8 月 31 日㊌
※対象者には 5 月初旬に案内と申
　請書を送付。支給には申請から
　1 カ月程度が必要

　市では、介護に関する悩みを共
有し、相談や情報交換を行う交流
事業の参加者を募集します。
対　象　在宅で要介護 1〜5 の高
　　　　齢者を常時介護している
　　　　介護者
申込先　担当ケアマネージャーま
　　　　たは包括支援センター
申請期限　5 月 20 日㊎
※年 4 回実施。一部負担あり
※とき、ところは、申込者に通知

生活習慣病検診
健康管理センター☎ 52・2222

と　き　5 月 25 日㊌、27 日㊎、
　　　　6 月 6 日㊊、10 日㊎
　　　　※ 25 日、27 日は 40 歳
　　　　　〜 74 歳までの国民健
　　　　　康保険加入者が対象
ところ　健康管理センター（南川町）
　　　　※10 日㊎は中名田公民
　　　　　館（下田）
内　容　特定（基本）健診、がん検
　　　　診（肺・胃・大腸・子宮頸・
　　　　乳・前立腺）、C・B 型肝
　　　　炎ウィルス検査、骨検診
　　　　※ 5 月 27 日、6 月 10 日
　　　　　は子宮頸がん・乳がん
　　　　　検診なし
※検診日の 7 日前までに申し込ん
　でください（定員有）
※特定健診は、加入の健康保険者
　が発行した受診券が必要です

クリーンアップふくい大作戦

　市内全域で「クリーンアップふ
くい大作戦」を実施します。当日
は不法投棄のごみ、草刈りで刈っ
た草木、側溝汚

お

泥
でい

（ヘドロのみ）
などを受け入れます。
受入時間　6 月 5 日㊐
　　　　8 時 30 分〜12 時
受入場所　
燃やすごみ▶クリーンセンター（谷田部）
不燃物ごみ▶リサイクルプラザ（深谷）
※雨天の場合も受け入れは実施
その他　家庭や事業所からのごみ
　　　　は受け入れできません

環境衛生課☎内線 143

木造住宅の耐震診断と耐震
改修工事の支援

都市整備課☎内線 257

小浜市住まい支援事業
都市整備課☎内線 257

①耐震診断・補強プラン
　個人負担　10,000 円
②耐震改修助成
　補助限度額　800,000 円
対　象　昭和 56 年 5 月以前に建
　　　　てられた地上 3 階以下の
　　　　木造住宅
申込期限　5 月 2 日㊊〜12 月 28 日㊌
申込先　都市整備課（窓口・電話）
※選定方法は先着順となります

①多世帯同居支援型（リフォーム）
　対　象　多世帯同居を行う住宅
　　　　　の所有者
　補助額　対象費用の 2 分の 1
　　　　　（上限 80 万円）
②多世帯近居支援型（住宅取得）
　対　象　新たに直系親族と近居
　　　　　する人
　補助額　対象費用の 2 分の 1
　　　　　（上限 50 万円）
③U・I ターン者支援型
　対　象　空き家の購入または改
　　　　　修を行う U・I ターン者
　補助額　対象費用の 3 分の 1
　　　　　（上限 50 万円）
申込期限　5 月 2 日㊊〜12 月 28 日㊌
※選定方法は先着順となります
※詳しくは、都市整備課まで問い
　合わせてください
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�スポーツ�

�募集�

と　き　5 月 14 日㊏、16 日㊊、
　　　　17 日㊋
　　　　いずれも 10 時〜13 時
ところ　食文化館（川崎三丁目）
内　容　野菜のサンドイッチ、ふ
　　　　わふわチーズオムレツ、
　　　　卵とみそのパウンドケー
　　　　キ、アボカドのスープ
定　員　各先着 30 人
参加費　700 円
申込期限　実施日の 3 日前

　市では、独身男女の結婚活動を
支援する〝強い味方〟を募集しま
す。
対　象　誠実に結婚活動支援に取
　　　　り組んでくれる人
※詳しくは、子ども未来課まで問
　い合わせてください

　福井しあわせ元気国体・軟式
野球競技会場の市営野球場は、
スポーツ振興くじ助成金を受け
て改修しました。
整備箇所　バックネット、フェンス
　　　　カバー、スコアボード、
　　　　グラウンド整備、バック
　　　　スクリーン、放送設備

季節の調理体験〜5 月編〜

しあわせ請負隊（仮称）隊員

市営野球場の改修工事完了

御食国若狭おばま食文化館☎ 53・1000

子ども未来課☎内線 184

生涯学習スポーツ課☎内線 249

春の一緒に登りませんか
生涯学習スポーツ課

　小浜山の会では、恒例の「一緒
に登りませんか」の参加者を募集
しています。今回は、中央分水嶺
に位置する「湖北・武

ぶ な が だ け

奈ケ嶽」に
登ります。
と　き　6 月 12 日㊐　
ところ　武奈ケ嶽（滋賀県高島市
　　　　865㍍）
集　合　8 時に熊川道の駅駐車場
　　　　※集合後、各人の車で石
　　　　　田川ダムまで移動
対　象　小学生以上
定　員　先着 40 人
参加費　500 円
申し込み　6 月 5 日㊐までにボラン
　　　　ティア市民活動交流セン
　　　　ター☎ 52・7837 まで

内　容　河川の状況報告（月 1 回）
期　間　7 月 1 日〜平成 29 年 6 月
　　　　30 日までの 1 年間
資　格　20 歳以上で、北川・遠敷
　　　　川からおおむね 5㌔以内
　　　　に住んでいる人。または
　　　　通勤・通学などでそれに
　　　　準ずる環境にある人
報　酬　月額 4,580 円（予定）
申込期限　6 月 2 日㊍
※詳しくは、福井河川国道事務所
　のホームページを確認するか、
　問い合わせてください

河川愛護モニター
福井河川国道事務所☎ 0776・35・2661

と　き　大型特殊（限定なし）、
（前期）　けん引（農耕限定）
　　　　5 月 31 日㊋〜 6 月14 日㊋
　　　　大型特殊（農耕限定）
　　　　7 月 1 日㊎〜6 日㊌
　　　　※中期・後期の日程は問
　　　　　い合わせてください
ところ　ふくい園芸カレッジ
　　　　（あわら市井江葭）
受講料　大型特殊（限定なし）、
　　　　けん引（農耕限定）
　　　　50,000 円
　　　　大型特殊（農耕限定）
　　　　25,000 円
申込期限　5 月 10 日㊋
　　　　※先着順で定員になり次
　　　　　第締め切り。定員に満た
　　　　　ない場合でも、各研修開
　　　　　始の 3 週前に締め切り
※申し込み、問い合わせは、（公
　社）ふくい農林水産支援センター
　☎ 0776・21・8315

農・林業機械
オペレーター養成研修

農林水産課

御食国大使からの特別企画

プロ野球観戦バスツアー

　御
みけつくに

食国大使（丸善食品株式会社取締役社長 大
おおさわ

澤昭
しょうじ

二さ
ん）からプロ野球（オリックスＶＳ日本ハム戦）観戦の
招待状が届きました。昼食弁当付きの観戦です。たくさ
んの応募をお待ちしています。
と　き　6 月 26 日㊐ 9 時市役所前集合（試合開始 13 時）

ところ　京セラドーム大阪（大阪市西区）

募集人数　40 人（ペア 20 組）　※応募者多数の場合は抽選

対　象　小浜市民（高校生以下の場合は保護者同伴）

参加費　無料

応募方法　ペアで申し込み（応募は 1 人 1 回限り）

　　　　往復はがきに 2 人の住所、氏名、年齢、連絡先を

　　　　記入（返信用には代表者の住所、氏名を記入）

応募期間　5 月 1 日㊐〜20 日㊎ 17 時必着

応募先　〒917-0081 小浜市川崎 3 丁目 4 番食文化館内

　　　　食のまちづくり課　野球観戦ツアー係　宛

　市では、市内で新たに創業する人のチャレンジ
を応援します。創業時に、必要な資金の一部を 2
年間に渡って支援する制度を制定中です。
　応募方法など詳細が決まりしだい、市ホーム
ページやチャンネル O などで情報を掲載します。

募集予定期間
5 月〜 6 月中を予定

※平成 28 年 4 月 1 日以降に創業開始した人が対

　象。採択の決定前に要した経費は補助対象外

※応募後に、外部専門家による選考を実施し、補

　助金採択の可否を決定します

補助対象経費
建物取得費、店舗改装費、店舗賃借料、販売開拓

費、広告宣伝費

特設人権相談

国民生活基礎調査

福井地方法務局小浜支局☎ 52・0238

若狭健康福祉センター☎ 52・1300

　6 月 1 日は人権擁護委員の日で
す。人権擁護委員による特設人権
相談を行います。
と　き　6 月 1 日㊌ 10 時〜18 時
ところ　働く婦人の家（大手町）
※相談無料、秘密厳守

　厚生労働省では、保健、医療、
福祉など、厚生労働行政の企画・
立案に必要な基礎資料を得るた
め、国民生活基礎調査を実施しま
す。
調査日　6 月 2 日㊍ 現在
調査方法　対象となった人の家に、
　　　　調査員が直接伺います

乾燥肥料の無料配布
衛生管理所☎ 52・1522

　し尿などを処理した後にできる
「乾燥肥料」を無料配布します。1
人 30 袋までで、なくなりしだい
終了します。
と　き　5 月 8 日㊐
　　　　8 時 30 分〜12 時
ところ　衛生管理所（荒木）
その他　開封後は早めに散布し、
　　　　必ず覆

ふくど

土してください

くらしの情報●小浜市役所

毎年申請が必要です

軽自動車税減免申請

対　象　①障がい者（身体、知的、精神）

　　　　が使う軽自動車、②障がい者と

　　　　生計を共にする家族が、障がい

　　　　者のために使う軽自動車（要

　　　　通院証明書）

持ち物　①身体障害者手帳、療育手帳、

　　　　精神障害者保健福祉手帳のい

　　　　ずれか、②運転免許証、③車

　　　　検証、④印鑑、⑤通院証明書

　　　　（家族が運転する場合）

申請期限　5 月 31 日㊋
※障がいの等級や車の名義によっては

　減免を受けられないことがあります

※自動車税（普通自動車）の減免や福祉

　タクシーと重ねては受けられません

■問い合わせ　税務課☎内線 135■問い合わせ　食のまちづくり課☎ 53・1000

■問い合わせ　商工観光課☎ 53・9705

創業チャレンジ事業補助金

起業したい人を応援します！

補助限度額
1 年目の限度額（補助率 2 分の 1）

右記以外
40 歳未満

または女性

空き店舗を活
用し、3 人以
上の新規雇用

中心市街地 50 万円 60 万円 100 万円

その他の地域 40 万円 50 万円 80 万円

2 年目の限度額（補助率 2 分の 1）20 万円

創業者
属性

創業地
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勤務先　㈱こんどう

全
国
初
の
公
益
社
団
法
人
に

自
分
を
生
か
せ
る
仕
事
は
必
ず
あ
る

プロフェッショナル！働く若者

きらり！小浜人

（21 歳・生守）

　

会
社
の
窓
口
で
、
笑
顔
で
応
対
す
る
辻

さ
ん
。
上
司
の
山
本
部
長
に
辻
さ
ん
の
仕

事
振
り
を
聞
く
と
、「
頼
ん
だ
こ
と
は
、何

で
も
て
き
ぱ
き
と
早
く
し
て
く
れ
ま
す
」

と
、高
評
価
の
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

辻
さ
ん
に
入
社
の
き
っ
か
け
を
聞
く
と
、

「
高
校
で
学
ん
だ
土
木
関
係
の
会
社
を
探

し
ま
し
た
が
見
つ
か
ら
ず
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
友
人
か
ら
今

の
会
社
を
紹
介
さ
れ
、
学
ん
だ
こ
と
が
生

か
せ
る
と
期
待
し
て
、
二
つ
返
事
で
申
し

込
み
ま
し
た
」
と
、
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
就
職
を
一
番
喜
ん
で
く
れ
た
の
は
、

高
校
の
恩
師
で
す
」
と
語
る
辻
さ
ん
。
恩

師
の
先
生
に
尋
ね
る
と
、「
平
板
測
量
競
技

の
ク
ラ
ブ
活
動
に
一
生
懸
命
取
り
組
み
、負

け
ず
嫌
い
で
頑
張
り
通
す
性
格
で
、
チ
ー

ム
の
要
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
」と
、

当
時
の
様
子
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

辻
さ
ん
は
、「
早
く
仕
事
を
任
せ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
り
た
い
の
で
、建
設
業
経
理

事
務
士
の
資
格
取
得
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
」

と
目
を
輝
か
せ
、「
地
元
の
就
職
先
は
少
な

い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
自
分
を
生
か
せ

る
仕
事
は
必
ず
あ
る
と
思
い
ま
す
」と
、地

元
で
働
く
喜
び
を
か
み
締
め
て
い
ま
す
。

辻
つ じ

 菜
な な

々 さん

　

昭
和
31
年
に
、
発
足
し
た
一
般
社
団
法
人

小
浜
市
建
設
業
会
（
当
時
は
建
設
協
会
）。

現
在
は
、
市
内
の
土
木
・
建
設
業
者
27
社
、

約
２
０
０
人
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
㊎
に
、
一
般
社
団
法
人
か
ら
、

公
益
社
団
法
人
へ
移
行
。
岩
田
さ
ん
は
、「
人

口
減
少
な
ど
社
会
が
変
化
す
る
中
で
、
行
政

と
民
間
が
共
に
生
き
残
る
た
め
に
、
協
働
で

公
的
利
益
を
追
求
す
る
必
要
性
を
感
じ
ま

し
た
」
と
、
そ
の
意
義
を
語
り
ま
す
。

　

岩
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
建
設
業
会
が
公

益
社
団
法
人
に
な
る
の
は
、
全
国
で
も
初
。

こ
れ
ま
で
の
砂
浜
清
掃
や
災
害
支
援
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
加
え
て
、
防
災
・

減
災
を
軸
と
し
た
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
を
事
業
の
中
心
に
掲
げ
ま
す
。

　
「
専
門
知
識
の
あ
る
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
て
、
市
に
防
災
・
減
災
対
策
に
つ

い
て
の
提
案
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　

今
後
は
、
市
内
８
カ
所
に
防
災
の
資
器

材
を
配
備
す
る
予
定
だ
と
い
う
岩
田
さ
ん
。

「
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
や
除
雪
応
援
隊
の
登
録

も
進
め
て
い
ま
す
。
各
区
の
自
主
防
災
組
織

と
協
定
を
結
ぶ
な
ど
、
市
と
市
民
が
一
体
に

な
っ
た
体
制
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
、
今
後
の
目
標
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

サッカー部　キャプテン

今
年
こ
そ
先
生
を
決
勝
リ
ー
グ
へ

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
県
大
会
へ

燃えろ！青春！部活道

剣道部　主将公益社団法人 小浜市建設事業推進機構　会長

（小浜中学校 3 年生）

（小浜第二中学校 3 年生）（82 歳・多賀）

　

小
浜
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン

と
し
て
、
チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
森
中
く
ん
。

試
合
で
は
、攻
撃
や
守
備
の
中
心
と
し
て
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
の
は
、
小
学
３
年
生

の
と
き
。
サ
ッ
カ
ー
を
題
材
に
し
た
漫
画
が

好
き
に
な
り
、「
自
分
で
も
や
っ
て
み
た
い
」

と
、当
時
、住
ん
で
い
た
上シ

ャ
ン
ハ
イ海

の
サ
ッ
カ
ー

ス
ク
ー
ル
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。

　

以
来
、
サ
ッ
カ
ー
に
熱
中
す
る
森
中
く

ん
。「
競
技
を
続
け
て
来
ら
れ
た
の
は
、い
つ

も
支
え
て
く
れ
る
両
親
の
お
か
げ
」
と
、家

族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
口
に
し
ま
す
。

　

昨
年
の
夏
、
部
内
の
推
薦
で
、
新
チ
ー
ム

の
キ
ャ
プ
テ
ン
に
就
任
。
森
中
く
ん
が
理
想

と
す
る
の
は
、「
11
人
全
員
の
パ
ス
ワ
ー
ク

か
ら
、
相
手
を
崩
せ
る
チ
ー
ム
」
で
す
。

　

憧
れ
は
、日
本
代
表
の
香か

が
わ川

真し
ん
じ司

選
手
。

「
強
い
相
手
で
も
、
最
後
ま
で
向
か
っ
て
い

く
精
神
力
が
す
ご
い
。
僕
も
そ
ん
な
選
手
に

な
り
た
い
で
す
」
と
、
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

秋
の
新
人
戦
で
は
、
地
区
大
会
を
勝
ち

進
め
ず
に
、
涙
を
の
み
ま
し
た
。「
春
と

夏
の
大
会
で
は
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
、

勝
ち
進
み
、
県
大
会
に
出
場
し
た
い
で
す
」

と
、
力
強
く
目
標
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

森
も り な か

中 大
だ い き

樹 く
ん

　

小
浜
第
二
中
学
校
の
武
道
館
で
、
日
々
威

勢
良
く
鍛
錬
を
重
ね
る
剣
道
部
。
主
将
を
務

め
る
垣
本
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

垣
本
さ
ん
と
剣
道
と
の
出
会
い
は
、
中
学

校
の
体
験
入
学
の
と
き
。
縁
あ
っ
て
剣
道
部

を
見
学
し
た
垣
本
さ
ん
は
、
言
葉
で
言
い
表

せ
な
い
ほ
ど
の
迫
力
、
格
好
良
さ
を
感
じ
、

そ
の
ま
ま
入
部
に
至
り
ま
し
た
。

　

部
員
は
男
女
合
わ
せ
て
18
人
。
部
員
同
士

は
仲
が
良
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
悪
い
と
こ
ろ
も

指
摘
し
合
え
る
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。
秋

の
新
人
戦
で
は
、
個
人
で
も
団
体
で
も
県
大

会
に
出
場
す
る
な
ど
、結
果
を
残
し
ま
し
た
。

　

自
身
を
、
捨
て
身
で
技
を
繰
り
出
す
タ
イ

プ
だ
と
評
す
る
垣
本
さ
ん
。
秋
の
新
人
戦
で

は
、「
団
体
戦
の
代
表
戦
に
出
場
し
た
際
に
、

頭
が
真
っ
白
の
中
、
捨
て
身
で
一
本
が
取
れ

た
と
き
は
、ほ
っ
と
し
て
涙
が
出
ま
し
た
」

と
、充
実
感
の
あ
る
試
合
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

目
標
は
、
集
大
成
で
あ
る
夏
の
大
会
で
、

県
大
会
の
決
勝
リ
ー
グ
に
進
出
す
る
こ
と

で
す
。「
昨
年
は
あ
と
一
歩
で
進
出
で
き
ず
、

先
輩
か
ら
、
次
こ
そ
先
生
を
決
勝
リ
ー
グ
に

連
れ
て
行
っ
て
、と
託
さ
れ
た
ん
で
す
」
と
、

意
気
込
み
を
見
せ
る
垣
本
さ
ん
。
夏
に
向

か
っ
て
、
今
日
も
竹
刀
を
振
り
続
け
ま
す
。

燃えろ！青春！部活道

垣
か き も と

本 愛
ま な か

果 さ
ん岩

い わ た

田 敏
と し お

夫 さん



⓳ 広報おばま　平成 28. 5 広報おばま　平成 28. 5⓲

毎ベジファースト５（ファイブ）①健康長寿のススメ

【問い合わせ】

若狭おばま観光案内所☎ 52・2082

【アクセス】

加斗地区ほか

JR 勢浜駅から自転車で 37 分

舞鶴若狭自動車道小浜 IC から車で 17 分

（文と写真 : 地域おこし協力隊 アイザワ）

地域おこし協力隊おススメ

浜小 百景
蒼
あおしま

島を眺めるサイクリングロード

●次回のテーマ
　毎ベジファースト 5　②
　「先に食べる効能」
■問い合わせ　健康管理センター
　☎ 52・2222

第 7回

小浜市ゲートボール協会 会長

活
動
の
集
大
成
と
し
て
が
ん
ば
り
た
い

イチ押し！トップアスリート

（80 歳・上加斗）

　

小
浜
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
会
長
を
務

め
る
木
村
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
地
域
づ

く
り
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

協
会
で
は
、
大
会
の
運
営
や
、
地
元
の

小
学
生
へ
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
競
技
を
す
る
人
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
、

１
級
審
判
員
の
資
格
も
取
得
。
市
内
の
大
会

か
ら
全
国
大
会
ま
で
、
30
年
間
で
約
３
０
０

試
合
に
、
審
判
と
し
て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
の
台
頭
に
よ

り
、
競
技
人
口
は
減
っ
て
い
る
そ
う
で
す

が
、
木
村
さ
ん
は
前
を
向
き
ま
す
。「
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
は
、
５
人
１
組
の
団
体
戦
で
す
。
運
動

に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
仲
間
の
輪
も
広
が

り
ま
す
。
頭
も
使
う
の
で
、
認
知
症
予
防
に
も

ぴ
っ
た
り
で
す
」
と
、
魅
力
を
語
り
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
を
、「
す
べ
て
の
地
区
に
チ
ー

ム
を
作
っ
て
、
地
区
対
抗
大
会
を
開
催
し
た

い
で
す
」
と
、
話
す
木
村
さ
ん
。「
現
在
、
会

長
に
な
っ
て
５
期
９
年
目
に
な
り
ま
す
。
活

動
の
集
大
成
と
し
て
、
が
ん
ば
り
た
い
で
す

ね
」
と
、
笑
顔
で
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
て
み
た
い
人
、
興

味
の
あ
る
人
は
、
協
会
事
務
局
の
大お

お
し
お塩

さ
ん

☎
０
９
０
・
８
９
６
８
・
７
４
０
１
ま
で
。

木
き む ら

村 清
きよし

さ
ん

　小浜でドライブをすると、あちこちで素敵な風
景に出会うことができます。その中でお勧めの場
所の一つが、「小浜大飯高浜自転車道（全長 40.3㌔）」
の一部です。ここはサイクリングはもちろん、車
で走っても気持ちのいい道路です。
　木のトンネルを通り抜けた先にある木々の隙間
から、紺ぺきの海と蒼島の姿を見る度に癒やされ
ます。蒼島のこんもりとした姿は、場所によって、
カメの甲羅や、何かのスイッチボタンに見えるの
で、飽きることがありません。
　ただし、蒼島は小浜湾内の一小島で、暖地性植
物群落として国の天然記念物に指定されており、
上陸することはできませんのでご注意ください。

サイクリングロード★

● 加斗小学校

● 蒼島

JR 勢浜駅●● JR 加斗駅

自
分
の
思
い
を
直
接
歌
に
で
き
る

アート＆カルチャー

ちぐさ短歌会（短歌）代表

（80 歳・広峰）

玉
た ま い

井 令
の り こ

子さ
ん

　

平
成
8
年
に
、
歌
人
・
山や

ま
か
わ川

登と

み

こ
美
子
を
顕

彰
す
る
行
事
「
若
狭
を
謳う

た

う
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
有
志
で
結
成
さ
れ
た

の
が
、
登
美
子
の
生
家
が
あ
る
千
種
区
を
名

前
に
冠
し
た
「
ち
ぐ
さ
短
歌
会
」
で
す
。

　

現
在
の
会
員
は
、
50
代
か
ら
80
代
の
男
女

10
人
。
代
表
の
玉
井
さ
ん
は
、「
月
に
1
回

の
短
歌
会
の
ほ
か
に
、
寺
社
仏
閣
へ
吟ぎ

ん
こ
う行

に

出
か
け
た
り
、
み
ん
な
で
歌
の
勉
強
を
し
な

が
ら
食
事
会
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」と
、

会
員
の
仲
の
良
さ
を
語
り
ま
す
。

　

同
会
で
は
、
隔
月
で
大
阪
歌
人
ク
ラ
ブ

会
長
の
上う

え
だ田

明あ
き
ら

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
勉

強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
会
員
そ
れ
ぞ
れ

が
短
歌
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
す
る
な
ど
、

日
頃
の
勉
強
の
成
果
も
現
れ
て
い
ま
す
。

　

会
の
結
成
時
に
短
歌
を
始
め
た
玉
井
さ
ん

で
す
が
、
歌
人
の
西さ

い
ぎ
ょ
う行

や
若わ

か
や
ま山

牧ぼ
く
す
い水

な
ど
の

歌
集
は
昔
か
ら
愛
読
し
て
い
ま
し
た
。
短
歌

の
良
さ
に
つ
い
て
、「
俳
句
と
違
っ
て
季
語

を
入
れ
な
く
て
も
良
い
の
で
、
31
文
字
を

使
っ
て
自
分
の
思
い
を
直
接
歌
に
で
き
る
ん

で
す
」
と
、
玉
井
さ
ん
は
目
を
細
め
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
を
尋
ね
る
と
、「
こ
の
ま
ま

ず
っ
と
健
康
で
長
く
続
け
る
こ
と
で
す
」と
、

優
し
い
ま
な
ざ
し
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

上 / 代表の玉井さん　下 / 会員の皆さんと指導者の上田さん（前列中央）

　

健
康
な
体
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
大
切
な
野
菜
の
栄
養
を
し
っ

か
り
取
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か

ら
、
市
で
作
っ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
で
す
。「
毎
日
毎
食
、ベ
ジ
タ
ブ

ル（
野
菜
）を
、フ
ァ
ー
ス
ト（
最
初
）

に
食
べ
よ
う
！　

１
日
に
５
皿
分

（
３
５
０
㌘
以
上
）」と
い
う
意
味
で
す
。

　

自
覚
症
状
が
無
い
生
活
習
慣
病

を
、
発
症
さ
せ
な
い
、
進
行
さ
せ

な
い
た
め
の
生
活
習
慣
と
し
て
、

毎
日
の
食
事
に
、「
野
菜
を
食
べ
る
」

こ
と
を
意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

１
日
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ

ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
な
ど
を
補
給

す
る
に
は
３
５
０
㌘
〜
４
０
０
㌘

の
野
菜
摂
取
が
必
要
で
す
。
色
の

濃
い
も
の
や
薄
い
も
の
を
取
り
そ

ろ
え
る
と
ベ
ス
ト
で
す
。３
５
０
㌘

以
上
の
う
ち
、
１
２
０
㌘
以
上
を

色
の
濃
い
緑
黄
色
野
菜
に
す
る
と
、

抗
酸
化
作
用
に
よ
っ
て
有
害
な
活

性
酸
素
を
消
去
し
、血
管
内
膜
の
炎

症
や
、
老
化
、
発
が
ん
の
抑
制
に

効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
毎
ベ
ジ
フ
ァ
ー
ス
ト
５

（
フ
ァ
イ
ブ
）」っ
て
？

「
野
菜
を
食
べ
る
」こ
と
を

意
識
し
ま
し
よ
う

野菜１日 400gを目標に３食に分けて　毎食、食べよう

キュウリ
1/2 本

キャベツ
１枚

レタス
１枚半

コマツナ
２株

ピーマン
１個強40gニンジン（中）

1/2 本

トマト（中）
1/2 個

80g

ブロッコリー
3 〜４房

タマネギ
1/2 個

いろいろな野菜
を組み合わせて

１日 400g を
食べましょう
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※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります。

編 

集 

後 

記

●新しい季節を迎え、桜の撮影に、
市内へ▶桜は、日本文化に馴染みが
深く、その歴史は平安時代までさか
のぼります▶明治以降、全国でソメ
イヨシノの植樹が広まり、小学校や
高校、大学の入学が 4 月に統一され
たことから、「門出」や「新生活」「転
機」というイメージが定着したそう
です▶小浜でも、各校で入学式が行
われ、新しい門出を迎えた子どもた
ちに笑顔の花が咲いていました（松）

●今月号から広報を担当することに
なりました▶引継ぎを受けて２週間
あまりが過ぎると、早くも入稿の日が
来ました▶取材と資料集め、そして
原稿作りにと、慣れない仕事に時間
のたつのが早～い▶限られた時間に、
限られたスペースで分かりやすく伝
える紙面作りに苦闘する日々です▶
公式フェイスブックを活用した情報
発信も加わり、心機一転、一からのス
タート▶よろしくお願いします ( 橋 )

人の動き（４月1日現在） 

・人口 30,227 人
　（前月比 -104 人）
　（前年同月比 -229 人）
　男性 14,730 人
　女性 15,497 人
　世帯数 11,890 世帯

・異動   転入 187 人
　　　  転出 264 人
　　　  出生 20 人　　
　　　  死亡 47 人

人の動き（４月1日現在） 

・人口 30,227 人
　（前月比 -104 人）
　（前年同月比 -229 人）
　男性 14,730 人
　女性 15,497 人
　世帯数 11,890 世帯

・異動   転入 187 人
　　　  転出 264 人
　　　  出生 20 人　　
　　　  死亡 47 人

相談名 開催日 時間 ところ 問い合わせ

出張年金相談※ 12 日㊍、26 日㊍ 10 時〜12 時、
13 時〜15 時 文化会館 敦賀年金事務所

☎ 0770・23・9905

法律相談（消費生活トラブル）※ 12 日㊍ 14 時〜16 時 嶺南消費生活センター 同☎ 52・7830

行政相談 17 日㊋ 13 時 30 分〜14 時 30 分 市役所 401 会議室 市民協働課☎ 64・6009

結婚相談 19 日㊍ 9 時 30 分〜11 時 30 分 文化会館 子ども未来課☎ 64・6013

高齢者専門相談（法律）※ 19 日㊍ 13 時〜16 時 嶺南地域福祉相談・
介護実習普及センター 同☎ 52・7832

■今月の
子育て情報

心配ごと相談
とき：11 日㊌　
　　　13 時〜16 時
ところ：サン・サンホーム
　　   小浜
　　   問同☎ 56・5802

（介護など生活での困り
ごとの相談に応じます）

■体や心・
生活の相談

身体障がい者相談
とき：20 日㊎　
　　　13 時〜14 時
ところ：公立小浜病院問高齢
　　　・障がい者元気支援
　　　課☎ 64・6012

（身体障害者手帳の交付・更新、補装
具の交付などの相談に応じます）

子育てサロン※

とき：12 日㊍　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386

（子育て相談会やクッキ
ングなど、育児のアイデ
アを提供しています）

エイズ・肝炎相談、検査
とき：2 日㊊、16 日㊊
　　　9 時〜10 時 30 分
ところ：若狭健康福祉センター
　　　 問同☎ 52・1300

（匿名で、エイズ・肝炎
に関する相談や、検査を
受けることができます）

精神保健相談※

とき：10 日㊋、17 日㊋
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：若狭健康福祉センター
　　　 問同☎ 52・1300

（心の病気や、心の悩みに
関する相談に応じます）

家庭教育相談
とき：21 日㊏
　　　14 時〜17 時
ところ：中央公民館
　　　問同☎ 53・1336

（青少年との親子関係や
家庭における悩みなどの
相談に応じます）

カフェ・ぽ〜れ
とき：12 日㊍　
　　　13 時 30 分〜15 時
ところ：花水木（鹿島 123）
　　　問坂

さ か が み

上和
か ず よ

代さん☎
　　　 090・5686・4147

（認知症など高齢者の相談  
窓口です ※参加費 100 円）

スクスク元気っ子教室
とき：17 日㊋　
　　　10 時〜10 時 30 分受付
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222

（離乳食の試食や相談、発
育・発達、育児など子育て
相談。身体計測も可能です）

子育てワイワイ広場
とき：9 日㊊、23 日㊊
　　　9 時 30 分〜12 時
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222

（未入園児の親子に 2 階
和室を開放しています。
交流の場としてどうぞ）

母乳育児相談
とき：9 日㊊、23 日㊊
　　 10時30分〜11時30分
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222

（助産師による母乳育児
の相談です。体重、哺乳
量の測定も可能です）

■法律や行政・その他の相談

■今月の窓口

1 階窓口延長

毎週金曜日（祝日・年
末年始を除く）、市役所
1 階の窓口（市民福祉
課、高齢・障がい者元
気支援課、子ども未来
課、税務課、環境衛生
課、会計課）では、執務
時間を18 時 30 分まで
延長しています。

税の納付窓口

休日納付窓口
29 日㊐： 9 時〜17 時

夜間納付窓口
31 日㊋：20 時まで

■今月の休日当番医

※★印のついた当番医の日は、小児患者
　は、杉田玄白記念公立小浜病院（大手
　町）で 小児科医が休日診療を行います

 1 日㊐： 中山クリニック（多田）
　　　　  ☎ 56・5588
 3 日㊋㊗：★吉井医院（塩竃）
　　　　  ☎ 52・0028
 4日㊌㊗：★田中病院（遠敷十丁目）
　　　　  ☎ 56・5353
 5 日㊐㊗：★西津診療所（北塩屋）
　　　　  ☎ 52・1560
 8日㊐：★にしお内科クリニック（南川町）
　　　　  ☎ 53・2407
15 日㊐：★本馬医院（水取一丁目）
　　　　  ☎ 52・2233
22 日㊐：★小津外科医院（日吉）
　　　　  ☎ 52・0072
29日㊐：いちせクリニック（南川町）
　　　　  ☎ 53・2415

■今月の休館日

市立図書館
3 日㊋・4 日㊌・5 日㊍・
10 日㊋・15 日㊐・17 日㊋・
24 日㊋・25 日㊌・31 日㊋

若狭図書学習センター
6 日㊎・9 日㊊・16 日㊊・
23 日㊊・26 日㊍（2Fのみ）・
30 日㊊

市民サービスコーナー
3 日㊋㊗・4 日㊌㊗・5 日㊍㊗・
15 日㊐

温水プール
2 日㊊・9 日㊊・16 日㊊・
23 日㊊・30 日㊊

特設人権相談
とき：19 日㊍　
　　　13 時〜15 時
ところ：働く婦人の家問法
　　   務局☎ 52・0238

（悩みごと、心配ごとの
ある人は、気軽に相談し
てください）

親子運動遊び※

とき：20 日㊎　
　　　10 時〜11 時
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386

（子どもと一緒に体を動か
します。親子でふれあい
遊びを楽しみましょう）

ａｕショップ小浜
☎0800-7002298

▼仮社屋の住所等はこちらです
小浜市和久里15-22-8
☎ (0770)56-5212 ・FAX(0770)56-5215

お気軽にお問い合わせください
現在、仮社屋で営業しております

㈲杉田石材店

安心と信頼  地元の石屋さん
お墓ディレクター（1級）在籍
（日本石材産業協会登録第12-100024号） 

誕生会※

とき：25 日㊌　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386

（今月に誕生日を迎える
お子さんのお祝いをしま
しょう）

のびのび広場※

とき：18 日㊌　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386

（季節に応じた活動や運動
会など、子どもが楽しむ親
子遊びを提供します）

広告募集中！！
　広報おばまに広告を掲載して
いただける方を募集しています。
（個人・企業は問いません）
料金　１カ月１万円
要件　広報おばま広告掲載取扱
　　　要綱に基づき、法令に違
　　　反しない、公の秩序また
　　　は善良な風俗に反しない
　　　などの制限があります
■問い合わせ　市民協働課☎64・6009

小浜市駅前町13-11（ケーズデンキ小浜店様隣）

☎ (0770)53-4040 ・FAX(0770)53-4030

くつろぐいちばんいいところ
小浜店

お得なチケット販売中
開店から11時までご注文のお飲物全てに
トーストと選べるモーニング無料サービス!!

営業時間/7:00 〜 23:00（ラストオーダー /22:30）
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上／食文化館の足湯開きに、浜っ子こども園
の園児 52 人が参加（川崎三丁目・4 月 11 日）
左上／3 月から 4 月にかけて、円柱状の網を
用いて行われるイサザ漁（南川・3 月 26 日）
左下／小浜地区まちづくり協議会などが旭座
のロゴマークを市に寄贈（市庁舎・4 月 5 日）

広報おばま　平成 28. 5㉒

ホッとフォト Hot Photo まちのニュースを写真でお届けします！
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中名田地区を流れる田村川沿いの土手に並ぶ桜の木。市内の最高気温が 20 度を超
えた 4 月 2 日ごろから一斉に咲き始め、5 日には満開となりました（4 月 5 日撮影）
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